
御代田町公民館 御代田町公民館

　今回は、11月11日（日）～12日（月）に22名の参加者と共に「お寺
巡りと安宅の関跡」の旅を実施しました。
　１日目は、国宝・瑞龍寺から忍者寺で有名な妙立寺を視察しまし
た。妙立寺ではガイドさんと共に迷路状の建物内を巡り、侵入者を
迎え撃つため至る所に施された仕掛けを見学することができました。
　２日目は、安宅の関跡と鋳物工場である(株)能作の見学を行いま
した。工場見学では職員の方の案内で製造・加工現場を巡り、目の

前で職人さんの技術を見学しました。加
工現場では鋳物を削る道具も職人さん自
身で作り、まったく同じものを使ってい
る人はいないそうです。
　由緒あるお寺の歴史を学び、受け継が
れる伝統工芸を身近で感じることができ
る旅となりました。

　大相撲を見に行ったことはありますか？では、相撲部屋や稽古、
巡業はどうでしょうか。
　今回の講座では、現役時代に、幕内力士として活躍し、現在は株
式会社大鷲の代表取締役である伊藤平先生をお招きしました。また、
㈱西軽井沢ケーブルテレビ様より大鷲親方の現役時代の取組などの
秘蔵映像を提供いただき、非常に充実した内容となりました。
　第一回目では30分ほどの映像から始まり、大鷲親方が入門し新弟
子検査や相撲部屋での生活をお話しいただきました。
　第二回目では相撲界で使われる言葉遣いや当時の有名力士のエピ
ソードを学びました。参加者からは多くの質問もあり、相撲につい
ての知識を深められたように感じます。

「気象庁・昭和館を訪ねる」
　第２回視察研修は、３月７日

（木）に21名の参加者と共に、気
象庁と昭和館への視察を行いま
した。
　気象庁では、職員の方に気象
予報や火山・地震について説明い
ただきました。その中で、実際に気象を監視している現業室の見学も
あり、貴重な体験となりました。
　昭和館では、日本の戦前から戦後の情勢を当時の貴重な資料と共に
展示されていました。参加者の中には展示品を感慨深そうに見ている
方もいました。当時の記憶を記録として保存することの大切さを実感
することができました。
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